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第4回定例会の主な会議日程
月29日　本会議（代表質問）

30日　本会議（代表質問、一般質問）

！月1日　本会議（一般質問、議案の付託）

3日　常任委員会

　6日　特別委員会
8日　本会議（議案の議決）
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、

清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
条
例
な
ど
を
可
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
第
4
回
定
例
会
開
催
1

　
議
決
さ
れ
た
案
件
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
今
回
の
定
例
会
に
は
、
区
長
か
ら
1
7
の

案
件
が
、
議
員
か
ら
1
件
の
案
件
が
提
出
さ

れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

●
1
1
年
度
補
正
予
算
　
　
　
　
　
　
　
1
件

〇
一
般
会
計
（
第
2
次
）

（
賛
成
多
轟
継
離
群
）

　
補
正
後
の
予
算
額
は
二
二
八
一
億
六
七
二

　
九
万
九
千
円
。

●
条
例
の
新
設
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
件

O
債
権
管
理
条
例

（
賛
成
多
数
難
網
総
賄
．
畦
灸
）

　
徴
収
の
一
般
原
則
や
強
制
執
行
、
債
権
放

　
棄
な
ど
に
関
す
る
規
定
を
定
め
る
。

O
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
条
例

（
賛
成
多
数
蟹
櫻
齪
離
活
．
）

　
廃
棄
物
の
処
理
及
び
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
関

　
す
る
基
本
的
な
事
項
を
定
め
る
。

O
浄
化
槽
清
掃
業
の
許
可
及
び
浄
化
槽
保
守

　
点
検
業
者
の
登
録
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
浄
化
槽
清
掃
業
の
許
可
及
び
保
守
点
検
業

　
者
の
登
録
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
。

●
条
例
の
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
6
件

○
使
用
料
等
の
督
促
・
延
滞
金
条
例
苓
員
賛
盛

○
国
保
条
例
（
全
員
賛
成
）

1
以
上
2
件
は
、
法
改
正
に
伴
う
も
の
。

○
公
園
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
北
鳥
山
つ
つ
じ
緑
地
（
北
鳥
山
6
丁
目
1
6

　
1
8
）
を
新
設
す
る
。

O
地
区
計
画
区
域
内
の
建
築
物
制
限
条
例

　
（
全
員
賛
成
）

　
法
律
の
改
正
に
伴
う
も
の
。

O
区
営
住
宅
管
理
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
都
か
ら
移
管
さ
れ
た
上
祖
師
谷
1
丁
目
第

　
2
ア
パ
ー
ト
（
上
祖
師
谷
1
丁
目
2
4
番
）

新
年
を
迎
え
て

世
田
谷
区
議
会
議
長
　
山
内
　
彰

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
春
を
迎
え
、
区
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
長
く
続
い
て
い
た
景
気
の
低
迷
は
、
や
や

回
復
基
調
に
あ
る
と
の
見
方
も
出
て
お
り
ま

す
が
、
区
民
生
活
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
、
中
小
企
業
へ
の

緊
急
融
資
の
拡
充
な
ど
の
景
気
対
策
を
行
い

ま
し
た
が
、
区
と
し
て
、
引
き
続
き
地
域
経

済
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
区
財
政
は
、
税
収
が
伸
び
悩
む
な
ど
、
か

つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
厳
し
い
事
態
に

あ
り
ま
す
。
一
方
、
少
子
高
齢
社
会
へ
の
対

応
や
、
防
災
対
策
、
環
境
問
題
な
ど
、
緊
急

課
題
は
山
積
し
て
お
り
、
よ
り
強
力
な
行
政

改
革
の
実
施
が
不
可
欠
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
区
で
は
、
新
た
な
基
本
計
画
に
合
わ
せ

て
、
行
財
政
改
善
推
進
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
す
。
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
よ
り
効
率
的
で
、

効
果
的
な
展
開
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
さ
て
、
2
0
世
紀
最
後
の
年
と
な
る
本
年
は
、

地
方
分
権
や
清
掃
事
業
の
移
管
を
初
め
と
し

た
都
区
制
度
改
革
、
介
護
保
険
の
実
施
な
ど
、

区
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
期
の
年
で
も
あ
り

ま
す
。
区
が
名
実
と
も
に
基
礎
的
自
治
体
と

な
る
よ
う
、
区
議
会
は
議
決
機
関
と
し
て
の

役
割
を
十
分
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
区
民
の

皆
様
が
、
21
世
紀
を
明
る
く
、
笑
顔
で
迎
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
全
議
員
が
決
意
を

新
た
に
し
、
全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

　
本
年
も
、
区
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
を
区
営
住
宅
と
す
る
。

O
職
員
給
与
条
例

（
賛
成
多
数
購
購
瞭
…
腿
．
活
灸
）

　
職
員
の
給
与
を
改
定
し
た
こ
と
な
ど
。

●
特
別
区
競
馬
組
合
規
約
変
更
の
協
議
1
件

　
（
全
員
賛
成
）

　
組
合
事
務
所
の
位
置
の
変
更
（
新
住
所
ー

　
品
川
区
勝
島
2
丁
目
1
－
2
）
な
ど
。

●
負
担
附
贈
与
の
受
入
れ
1
件
（
全
員
賛
成
）

　
都
か
ら
区
営
住
宅
と
し
て
、
上
祖
師
谷
1

　
丁
目
第
2
ア
パ
ー
ト
の
負
担
附
贈
与
を
受

　
け
る
。

●
区
道
路
線
の
認
定
　
　
　
　
　
　
　
3
件

●
損
害
賠
償
請
求
事
件
の
和
解
　
　
　
1
件

　
（
全
員
賛
成
）

　
平
成
8
年
に
区
立
中
学
校
の
プ
ー
ル
で
発

　
生
し
た
生
徒
の
負
傷
事
故
に
係
る
損
害
賠

　
償
請
求
事
件
に
つ
い
て
、
都
と
連
帯
し
て
、

　
和
解
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
　
　
1
件

　
（
全
員
賛
成
）

　
次
の
候
補
者
を
法
務
大
臣
あ
て
に
推
薦
す

　
る
こ
と
と
し
た
。

　
は
せ
が
わ
し
げ
お

　
長
谷
川
重
夫
（
上
馬
4
丁
目
1
2
1
3

　
　
　
　
　
　
　
養
護
施
設
長
　
再
任
）

　
松
本
三
樹
夫
（
下
馬
5
丁
目
3
0
1
2

　
　
　
　
　
　
　
弁
護
士
　
再
任
）

　
矢
島
　
嗣
久
（
代
沢
3
丁
目
2
5
1
3

　
　
　
　
　
　
　
神
職
再
任
）

●
議
員
提
出
議
案
　
　
　
1
件
（
全
員
賛
成
）

O
都
区
制
度
改
革
に
伴
う
都
区
の
財
源
配
分

　
に
関
す
る
意
見
書

区
議
会
は
、
次
の
意
見
書
を
関
係
機
関
あ

て
に
提
出
し
ま
し
た
。

都
区
制
度
改
革
に
伴
う
都
区
の
財
源
配
分
に

関
す
る
意
見
書

　
都
区
制
度
改
革
関
連
法
が
成
立
し
、
特
別

区
は
自
治
法
上
、
基
礎
的
自
治
体
と
し
て
明

確
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
清
掃
事
業
な
ど
が
皿
年
4

月
に
、
都
か
ら
各
区
へ
移
管
さ
れ
る
が
、
そ

れ
に
必
要
な
財
源
が
安
定
的
、
か
つ
確
実
に

確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
都
区
財
政
調
整
の
財
源
配
分
に

つ
い
て
は
、
都
区
間
に
著
し
い
隔
た
り
が
あ

り
、
制
度
改
革
の
円
滑
な
実
現
に
支
障
を
来

す
こ
と
が
強
く
懸
念
さ
れ
る
。

　
こ
の
た
め
、
世
田
谷
区
議
会
は
、
今
後
の

都
区
間
の
財
源
配
分
に
あ
た
っ
て
は
、
特
別

区
の
事
業
執
行
に
見
合
っ
た
調
整
率
に
高
め
、

特
別
区
に
適
切
な
財
源
を
措
置
さ
れ
る
よ
う

強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
平
成
1
1
年
1
2
月
8
日

都
知
事
あ
て

　
皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
の
審

議
結
果
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

審
議
が
終
わ
っ
た
も
の
（
全
員
賛
成
）

◆
採
択
し
た
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
4
件

○
喜
多
見
・
宇
奈
根
・
鎌
田
地
域
の
コ
ミ
ュ

　
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
に
関
す
る
請
願

1
「
道
路
環
境
整
備
、
安
全
対
策
、
他
地
域

　
と
の
整
合
等
に
配
慮
の
う
え
、
願
意
に
沿

　
う
よ
う
、
調
査
・
研
究
を
進
め
ら
れ
た
い
」

　
と
の
意
見
を
付
け
ま
し
た
。

O
保
健
所
が
東
京
都
獣
医
師
会
世
田
谷
支
部

　
の
要
請
で
税
金
で
作
成
し
た
「
世
田
谷
区

　
指
定
動
物
病
院
…
」
の
広
告
の
回
収
に
関

　
す
る
陳
情

○
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置
の
継
続
を
求
め

　
る
請
願

O
区
内
全
域
の
公
共
交
通
要
路
に
沿
っ
た
歩

　
道
わ
き
の
自
転
車
等
の
駐
輪
禁
止
の
強
化

　
に
関
す
る
請
願

－
以
上
3
件
は
、
趣
旨
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◆
取
り
下
げ
を
承
認
し
た
も
の
　
　
　
1
件

O
介
護
保
険
実
施
に
む
け
て
の
陳
情

新
し
く
出
さ
れ
た
も
の

◆
企
画
総
務
委
員
会
で
審
査
す
る
も
の
　
3
件

O
「
J
R
採
用
問
題
の
早
期
解
決
を
求
め
る

　
意
見
書
」
に
関
す
る
請
願

O
「
定
住
外
国
人
の
地
方
参
政
権
」
要
望
の

　
み
な
お
し
を
求
め
る
請
願

○
区
内
在
住
の
私
立
小
学
校
・
中
学
校
児
童

　
生
徒
に
た
い
す
る
教
育
費
・
健
康
管
理
費

　
助
成
に
関
す
る
請
願

◆
福
祉
保
健
委
員
会
で
審
査
す
る
も
の
　
3
件

○
介
護
保
険
料
の
減
免
制
度
制
定
に
つ
い
て

　
の
陳
情

○
母
子
生
活
支
援
施
設
の
充
実
を
求
め
る
陳

　
情
○
介
護
保
険
実
施
に
つ
い
て
の
請
願

◆
都
市
整
備
委
員
会
で
審
査
す
る
も
の
　
6
件

○
東
急
大
井
町
線
上
野
毛
駅
改
修
等
に
関
す

　
る
請
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
へ
ー
ジ
ヘ
続
く
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自
由
民
主
党

　
新
年
を
迎
え
、
区
民
の
皆
様
に
私
達
の
決

意
の
一
端
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
年
は
、
西
暦
0
0
年
と
い
う
節
目
の
年
で

あ
る
と
同
時
に
、
介
護
保
険
制
度
の
開
始
や

清
掃
事
業
の
移
管
な
ど
、
世
田
谷
区
に
と
っ

て
は
、
重
要
な
転
換
点
と
な
る
年
で
す
。

　
区
財
政
は
、
バ
ブ
ル
景
気
で
「
あ
れ
も
や

ろ
う
」
「
こ
れ
も
や
ろ
う
」
と
肥
大
化
さ
せ
た

事
業
・
組
織
を
整
理
し
き
れ
ず
、
大
き
な
借

金
を
抱
え
た
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
自
民
党
区
議
団
は
、
再
三
に
わ
た
り
大
幅

な
人
員
削
減
や
民
間
委
託
な
ど
効
率
的
な
行

籔
障
　

　
　
　
　
　
帽
謙
．

政
運
営
を
求
め
、
具
体
的
な
提
言
を
行
っ
て

参
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
行
政
の
対
応
は
遅
々

と
し
て
進
ま
ず
今
日
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　
更
に
、
東
京
都
は
O
O
億
円
の
財
源
不
足
の

た
め
、
福
祉
事
業
の
見
直
し
を
は
じ
め
、
区

へ
の
交
付
金
や
補
助
金
カ
ッ
ト
を
行
お
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
平
成
1
3
年

度
に
は
、
小
中
学
校
の
改
修
や
安
全
な
道
路

づ
く
り
さ
え
で
き
な
く
な
り
、
区
は
赤
字
に

転
落
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
を
回
避
し
、
今
後
1
5
年

間
で
倍
増
が
見
込
ま
れ
る
高
齢
者
の
介
護
の

財
源
を
確
保
し
、
真
に
公
平
な
区
民
福
祉
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
介
護
保
険
の
導
入
を

機
に
、
現
金
支
給
型
の
福
祉
の
見
直
し
や
適

正
な
受
益
者
負
担
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
、

是
非
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

かわかみ　　　かずひこ

川上　和彦
北烏山6・18－17－303

　盈5384－5182

噸レ
すがぬま

菅沼つとむ
桜新町1－14・18

　雪3428－2161

いしづか　　　いっ　しん

石塚　一信
赤堤5－30－12

　費3322－4472

き　むら　　　ゆき　お

木村　幸雄
上野毛1－14－7

　歪蟄3704－6395

すず　き　　　ほう　じ

鈴木　昌二
玉川4－7－4

　費3709－3422

い　そはた　　こう　じ

五十畑　孝司
経堂1・11・4五十畑ビル501

　含3429－0238

　
　
　
　
鋭
欝

’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

覧
．
、
｛
噸
劉

らかおか　　し，画すけ

近岡　秀輔
　奥沢1－1H6
　費3720－4498

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆　　　　　　　　　　　　　　　　◆
　
も
と
よ
り
、
我
が
党
は
、
区
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
を
最
優
先
に
考
え
、
区
職
員
の
削
減
を

初
め
と
し
た
経
費
節
減
な
ど
行
政
改
革
の
断

行
を
強
く
区
長
に
求
め
続
け
る
と
と
も
に
、

区
議
会
の
改
革
に
も
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

やま　ぐち　　　ひろひさ

山口　裕久
等々力2・23・6サンコーポラス

君3702－1819

やまのうち　　　　あきら

山内　 彰
池尻4－29－18
費3411－1488

◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆
　
　
　
▲
▼

　
昨
年
の
区
議
選
で
は
、
ご
支
援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
民
主
党
は
公
認
候
補
7

名
中
6
名
、
推
薦
候
補
1
名
を
区
議
会
に
送

り
出
し
て
い
た
だ
き
、
現
在
、
7
名
で
民
主

党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
ま
し
た
。
世

代
的
に
は
2
0
～
3
0
代
が
5
名
と
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
会
派
と
な
り
ま
し
た
。

　
理
念
な
き
野
合
の
自
自
公
3
党
は
、
新
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
、
盗
聴
法
な
ど
の
制
定
や
年
金

改
革
法
案
の
一
方
的
強
行
採
決
な
ど
議
会
制

民
主
主
義
を
踏
み
に
じ
り
、
ま
た
総
選
挙
へ

の
思
惑
か
ら
、
4
月
ス
タ
ー
ト
の
介
護
保
険
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宇田川　国一
　上馬2－18－12

　費3410－2838

しし　ど　　　 のり　お

宍戸　教男
松原3・29－18

　費3323－7223
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新田　勝己
等々力5－25－16－202

　β5706－8487
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場
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繍
大

しんかわ　カ・つじ

新川　勝二
上馬5・19－16－301

　台3429－5650

またけやま　　　しんいち

畠山　晋一
代田6－18－9・201

　δ3466－7005

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
の
区
議
選
で
は
、
皆
様
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
地
方
分
権
」
「
市
民
自
治
」
の
時
代
の
2
1

世
紀
は
目
前
で
す
。
区
民
の
目
線
に
立
っ
た

政
策
プ
ラ
ン
を
立
て
、
区
政
の
情
報
公
開
を

徹
底
し
て
、
区
民
の
知
恵
と
力
を
生
か
す
市

民
参
加
型
社
会
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
日
の
丸
・
君
が
代
、

「
盗
聴
法
」
な
ど
の
強
行
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
国
の
政
治
は
右
傾
化
が
進
み
、
国
民
の

暮
ら
し
と
平
和
・
民
主
主
義
へ
の
不
安
は
強

ま
る
ば
か
り
で
す
。

　
ま
た
、
都
に
お
い
て
も
、
「
財
政
再
建
プ
ラ

ン
」
に
よ
っ
て
、
福
祉
・
保
険
・
医
療
施
策

に
つ
い
て
、
都
民
に
一
方
的
な
犠
牲
を
強
い

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

⇔
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噸レ
さくら　い　　　ゆく　お

桜井　征夫
経堂4－34－16－325

　歪蟄3426－7291

　
こ
う
し
た
国
や
都
の
動
き
に
は
、
会
派
を

挙
げ
て
反
対
し
て
い
き
ま
す
。

　
区
政
に
お
い
て
は
、
新
し
い
資
源
回
収
シ

ス
テ
ム
や
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
化
の
徹

底
、
更
に
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
・
環
境
ホ
ル
モ

ン
対
策
を
進
め
ま
す
。
子
ど
も
の
環
境
整
備

で
は
、
プ
ラ
ン
の
具
体
化
や
子
育
て
支
援
対

策
の
充
実
、
保
育
待
機
児
ゼ
ロ
の
実
現
、
学

校
の
完
全
週
5
日
制
に
伴
う
子
ど
も
の
「
生

き
る
力
」
を
育
む
施
策
の
推
進
を
目
指
し
ま

す
。
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
が
、
生
き
生
き

と
生
活
で
き
る
や
さ
し
い
保
健
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
な
ど
、
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
実

施
に
よ
り
「
介
護
の
社
会
化
」
を
進
め
ま
す
。

　
今
後
と
も
生
活
者
優
先
、
区
民
本
位
の
区

政
を
推
進
す
る
た
め
頑
張
り
ま
す
。
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おくむら

奥村　まき
　豪徳寺1－53・6

　25450－0041

刈嘱レ
お　の　　ゆう　じろう

小野　裕次郎
太子堂1・4・罰世田谷台ビロティ100｝

留3421－9507

制
度
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
自
治
体
に
混
乱

を
与
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
自
自
公
3
党
の
数
を
背
景
と

し
た
強
引
な
政
治
手
法
に
は
、
新
聞
投
書
の

「
自
自
公
に
リ
ベ
ン
ジ
誓
う
総
選
挙
」
川
柳

氏
な
ら
ず
と
も
共
通
の
お
も
い
と
思
い
ま
す
。

野
党
第
1
党
の
責
任
を
痛
感
し
ま
す
。

　
区
政
も
長
期
不
況
に
よ
る
税
収
の
落
ち
込

み
で
厳
し
い
財
政
運
営
で
す
が
、
子
ど
も
、

高
齢
者
、
生
活
者
の
立
場
か
ら
、
皆
さ
ま
の

お
声
を
反
映
さ
せ
た
予
算
要
望
書
を
区
長
に

提
出
し
、
誠
実
な
実
行
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
清
掃
事
業
を
初
め
事
務
事
業
の

区
移
管
、
介
護
保
険
の
実
施
な
ど
区
政
に
と

　　営はし・ちえ山口　拓　西村　孝　局橋　忍◆　位め滑のき指の現支境ホ化回　会
　　がし’　返れ　太子堂3・24－8　　上蝋1・24・51蝋コーポ鵬　　干歳台1－16－5　　　のまなま生しr’援整ルの収　派
　　行つ福　っば　君5433－3988　　　智3329－4687　　　公3789－4146　今　区す実ちきま生学対備モ徹シ　を
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はねだ　 けいじ

羽田　圭二
野毛1・24－6－207

　奮3702－3550

っ
て
大
き
な
節
目
の
年
、
見
方
を
変
え
れ
ば

今
日
ま
で
の
区
行
財
政
を
原
点
に
立
ち
返
っ

て
見
直
す
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。

　
大
胆
に
改
革
す
る
と
こ
ろ
は
改
革
し
、
福

祉
を
初
め
区
民
生
活
で
守
る
と
こ
ろ
は
し
っ

か
り
守
る
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
区
政
運
営
が
行

わ
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
ご
支
援
く
だ
さ
い
。
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赤
字
団
体
寸
前
の
東
京
都
の
例
を
見
る
ま

で
も
な
く
世
田
谷
区
も
㎜
億
を
超
え
る
財
源

不
足
。
行
革
㎜
番
が
一
貫
し
て
主
張
し
て
き

た
の
が
新
規
採
用
を
控
え
、
退
職
者
の
自
然

減
に
よ
る
職
員
数
の
ス
リ
ム
化
で
す
。
し
か

し
、
職
員
組
合
と
の
摩
擦
を
嫌
が
る
区
長
は

何
の
決
断
も
し
な
い
。
当
然
職
員
だ
け
で
な

く
議
員
定
数
の
1
割
削
減
も
断
行
。

おオさ　ば　　　 まさあき

大庭　正明
　粕谷3－15－3

　費3307－1179
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派
市
民

　
再
選
後
、
区
が
昭
和
末
期
頃
か
ら
小
田
急

や
束
急
と
秘
密
協
定
を
結
び
、
不
動
産
投
機

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
お

に
荷
担
し
バ
ブ
ル
を
煽
っ
て
き
た
こ
と
を
暴

き
ま
し
た
。
業
官
で
高
架
と
一
体
の
大
規
模

再
開
発
を
狙
っ
た
3
セ
ク
東
京
鉄
道
立
体
整

備
は
破
た
ん
、
都
は
住
民
の
求
め
た
同
社
解

散
に
追
い
こ
ま
れ
ま
し
た
。
市
民
が
主
体
の

政
治
実
現
に
向
け
、
今
年
も
奮
闘
し
ま
す
。
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之
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大
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
西
暦
0
0
年
の
幕
が
開
き
ま
し
た
。
公
明
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ふ

区
議
団
は
2
1
世
紀
を
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
溢

る
る
世
紀
」
と
し
、
区
民
本
位
の
区
政
実
現

の
た
め
「
3
ゼ
ロ
社
会
」
の
構
築
を
目
指
し

て
参
り
ま
す
。

　
第
1
に
「
ム
ダ
・
ゼ
ロ
」
で
あ
り
ま
す
。

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
行
財
政
改
革
を
断
行
し
、

区
民
の
血
税
で
あ
る
と
の
徹
底
し
た
意
識
と

緊
張
感
あ
る
区
政
の
実
現
に
よ
り
、
構
造
的

か
つ
質
的
転
換
を
図
り
ま
す
。

　
第
2
に
「
ご
み
・
ゼ
ロ
」
で
あ
り
ま
す
。

本
年
は
都
区
制
度
の
改
革
に
よ
り
清
掃
事
業

が
区
に
移
管
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
契
機
に
、

世
田
谷
型
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
実
現
、
環
境

ホ
ル
モ
ン
・
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を
根
絶
し
、

環
境
I
S
O
に
よ
り
人
に
優
し
い
、
緑
豊
か

な
環
境
都
市
を
実
現
し
て
参
り
ま
す
。

　
第
3
に
「
エ
ゴ
・
ゼ
ロ
」
で
あ
り
ま
す
。

超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
「
自
助
」
「
公
助
」
だ
け

で
は
限
界
が
あ
り
、
自
立
し
た
個
人
が
助
け

合
う
「
共
助
」
の
分
野
を
大
き
く
広
げ
「
連

帯
型
社
会
」
を
創
出
し
て
参
り
ま
す
。

　
さ
て
、
介
護
保
険
制
度
が
実
施
と
な
り
ま

す
が
、
高
齢
者
が
生
き
生
き
と
活
動
す
る
街

こ
そ
が
理
想
で
あ
り
、
今
ま
で
我
が
党
が
実

現
さ
せ
て
き
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
後
退
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
更
な
る
拡
充
を
目
指
し
ま
す
。

　
更
に
少
子
社
会
へ
の
万
全
な
子
育
て
支
援

体
制
、
住
宅
政
策
や
災
害
対
策
、
不
況
対
策

と
し
て
の
融
資
制
度
の
拡
充
・
商
店
街
活
性

化
施
策
、
百
年
の
体
系
と
し
て
の
教
育
問
題

等
々
に
区
民
の
立
場
、
生
活
者
の
目
線
で
全

力
を
傾
注
し
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

いいづか　　　かずみち
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下馬5－7・6
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昨
年
の
区
議
会
議
員
選
挙
で
日
本
共
産
党

は
、
革
新
野
党
と
し
て
奮
闘
し
、
皆
さ
ん
の

お
力
添
え
で
前
回
の
選
挙
と
比
べ
て
約
一
万

票
の
得
票
を
増
や
し
6
議
席
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
期
待
に
こ
た
え
、

公
約
実
現
に
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

　
年
が
明
け
て
も
、
深
刻
な
不
況
や
雇
用
不

安
の
も
と
で
、
区
民
生
活
は
大
変
で
す
。

　
大
企
業
の
も
う
け
や
リ
ス
ト
ラ
応
援
の
自

民
党
政
治
か
ら
、
く
ら
し
、
福
祉
最
優
先
の

政
治
に
転
換
す
る
た
め
に
、
一
刻
も
早
い
解

散
・
総
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。
日
本
共

霧
　
㎜

産
党
は
皆
さ
ん
と
共
に
奮
闘
し
ま
す
。

　
東
京
都
は
、
老
人
福
祉
手
当
の
廃
止
、
乳

幼
児
医
療
費
助
成
見
直
し
な
ど
、
子
ど
も
や

高
齢
者
、
障
害
者
の
福
祉
の
切
り
下
げ
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、

福
祉
切
り
下
げ
の
計
画
を
や
め
さ
せ
る
た
め

に
、
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
す
。

　
大
場
区
政
は
、
二
子
玉
川
東
地
区
再
開
発

な
ど
大
型
開
発
は
聖
域
に
し
て
、
区
民
の
く

ら
し
や
福
祉
、
教
育
を
「
行
革
」
の
対
象
と

し
、
保
育
料
の
値
上
げ
、
低
所
得
高
齢
者
国

民
健
康
保
険
料
助
成
を
削
減
す
る
計
画
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
は
、
東
急
な
ど
大
企
業
中
心

の
開
発
事
業
を
見
直
し
、
く
ら
し
や
福
祉
、

教
育
優
先
の
区
政
の
転
換
を
求
め
ま
す
。

・
保
育
料
の
値
上
げ
中
止
。

きし　たけし

岸武志喜多見4一路19喜多見コーポ201

歪聖3415－6244

せがわ　よしき

浴川　義樹
世田谷1－39・7

盈3420－8792
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生

活

者

ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク

　
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
こ
ざ
い

ま
す
。
0
0
年
と
い
う
新
た
な
年
を
迎
え
、
希

　
　
　
2
あ
ふ

望
に
満
ち
溢
れ
る
1
年
と
な
る
よ
う
、
生
活

者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
区
民
の
皆
様
と
共
に
歩

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
国
で
は
、
恒
久
減
税
を
初
め
相
次
い

で
の
緊
急
特
例
交
付
金
が
決
定
さ
れ
、
様
々

な
景
気
回
復
に
向
け
た
施
策
が
と
ら
れ
た
も

の
の
、
雇
用
不
安
や
消
費
の
落
ち
込
み
は
回

復
出
来
な
い
状
況
で
す
。
こ
の
4
月
か
ら
始

ま
る
介
護
保
険
制
度
は
、
ス
タ
ー
ト
数
カ
月

前
に
な
っ
て
国
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
多
く
の
市
民
参

加
で
世
田
谷
ら
し
い
制
度
の
確
立
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
田
心
い
ま
す
。
ま

た
、
清
掃
事
業
も
分
権
時
代
の
ス
タ
ー
ト
に

ふ
さ
わ
し
い
区
の
仕
事
と
し
て
進
め
、
リ
サ

イ
ク
ル
、
縁
の
保
全
な
ど
環
境
問
題
に
も
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。
更
に
、
女
性
の
視
点
、

生
活
者
の
立
場
で
、
特
に
子
育
て
や
介
護
の

社
会
化
を
進
め
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
重
点
施
策
〉

＊
子
育
て
支
援
策
　
子
ど
も
の
人
権
基
本
条

例
・
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
制
度
を
作

る
。
多
様
な
保
育
の
環
境
整
備
を
進
め
る
。

＊
高
齢
者
障
害
者
施
策
　
介
護
の
サ
ー
ビ
ス

の
基
盤
整
備
、
ミ
ニ
デ
イ
・
給
食
・
移
送
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
。
　
＊
環
境
施
策
　
ダ
イ
オ

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
特
養
ホ
ー
ム
な
ど
介

護
基
盤
整
備
の
充
実
。

・
中
小
企
業
へ
の
直
接
貸
付
制
度
の
創
設
。

・
生
活
密
着
型
工
事
の
区
内
業
者
へ
の
発
注
。

・
老
朽
化
し
た
学
校
の
改
築
、
大
規
模
改
修
。
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キ
シ
ン
・
環
境
ホ
ル
モ
ン
・
温
暖
化
な
ど
の

地
球
環
境
の
問
題
の
調
査
と
対
策
。
環
境
教

育
を
進
め
る
。
　
＊
男
女
参
画
社
会
の
実
現
。

＊
N
P
O
の
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
。
　
＊

食
の
安
全
確
保
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
さ
に
新
し
い
時
代
、
新
し
い
世
田
谷
の
幕

開
け
で
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
責
任
を

持
っ
て
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
厳
し
い
現
実
の
中
で
も
、
常
に
希

望
を
持
っ
て
、
ま
た
、
何
事
も
基
本
に
立
ち

返
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
夢
の
あ
る
世
田
谷

を
共
に
作
り
出
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

こいすぬ　　　　　　こ

小泉たま子
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来
年
度
は
㎜
億
円
不
足
の
財
政
危
機
。
が
、

区
長
に
も
、
議
会
与
党
に
も
行
政
を
肥
大
化

さ
せ
た
反
省
が
あ
り
ま
せ
ん
。
加
え
て
大
場

区
長
は
健
康
不
安
で
レ
イ
ム
ダ
ッ
ク
。
与
党

は
口
先
－
行
革
。
だ
が
実
行
ー
バ
ラ
マ
キ
。

支
持
団
体
の
利
権
の
温
存
に
汲
々
と
し
て
い

ま
す
。
マ
ン
ネ
リ
世
田
谷
区
政
に
大
ナ
タ
を

振
る
う
反
政
党
・
改
革
派
に
乞
う
1
ご
期
待
。
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下

世
田
谷
区
議
会
自
由
党

　
謹
賀
新
年
　
社
会
を
取
り
巻
く
緊
急
の
課

題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
世
田
谷
は
も

ち
ろ
ん
日
本
の
将
来
に
貴
任
を
果
た
し
得
る

よ
う
、
問
題
の
根
本
か
ら
し
っ
か
り
手
を
つ

け
、
平
成
1
2
年
を
「
改
革
」
に
お
い
て
重
要

な
年
に
し
て
い
き
た
い
。
今
年
も
、
タ
ブ
ー

な
き
改
革
、
正
論
の
政
治
の
確
立
の
た
め

　
　
　
　
ま
い
し
ん

日
々
努
力
遭
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

かみしま

上島よしもり
駒沢1－3・2－601

　費5433－5166
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自
由
民
主
党
山
ロ
　
裕
久
議
員
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』【』

閣
一

一
－

－

固
固
区
の
財
政
状
況
は
、
来
年
度
予
算
で

㎜
億
円
の
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
大

変
厳
し
い
。
①
来
年
度
の
財
政
見
通
し
を
示

せ
。
②
都
の
財
政
再
建
プ
ラ
ン
に
よ
る
区
へ

の
影
響
は
ど
う
な
る
の
か
。
③
都
区
制
度
改

革
後
の
財
調
制
度
で
の
財
源
確
保
に
全
力
を

注
げ
。
④
提
案
さ
れ
た
債
権
管
理
条
例
に
基

づ
き
、
㎜
億
円
の
収
入
未
済
を
解
消
せ
よ
。

区
長
　
助
役
　
政
策
経
営
室
長
ほ
か
　
①
歳

入
の
伸
び
は
期
待
で
き
ず
、
大
変
厳
し
い
。

②
今
後
の
都
の
動
向
を
注
視
す
る
。
③
強
力

に
取
り
組
む
。
④
督
促
な
ど
を
強
化
す
る
。

園
圓
行
政
改
革
を
断
行
し
、
小
さ
な
行
政

を
実
現
す
る
た
め
、
①
職
員
定
数
を
一
層
削

減
せ
よ
。
②
図
書
館
な
ど
の
定
型
業
務
の
非

常
勤
対
応
や
民
間
委
託
を
推
進
せ
よ
。
③
区

民
利
用
施
設
や
保
養
所
な
ど
の
利
用
料
を
見

直
せ
。
④
行
革
推
進
の
管
理
組
織
を
設
け
よ
。

区
長
　
助
役
　
総
務
部
長
ほ
か
　
①
削
減
計

画
の
達
成
に
努
め
る
。
②
具
体
的
に
検
討
し
、

実
施
し
て
い
く
。
③
見
直
し
に
着
手
す
る
。
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●

公
　
明
　
党
諸
星
　
養
一
議
員

固
固
①
区
政
の
最
重
要
課
題
は
、
将
来
を

見
据
え
た
行
革
の
断
行
だ
。
ω
施
策
評
価
支

援
シ
ス
テ
ム
を
区
民
へ
の
情
報
提
供
に
活
用

せ
よ
。
ω
滞
納
整
理
事
務
の
体
制
を
見
直
せ
．

＠
遊
休
地
を
地
域
活
動
の
拠
点
な
ど
に
活
用

せ
よ
。
②
行
革
に
当
た
っ
て
は
、
区
民
に
必

要
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
ま
で
切
り
捨
て
る
な
。

区
長
　
政
策
経
営
室
長
ほ
か
　
①
ω
積
極
的

に
公
表
し
、
予
算
な
ど
に
反
映
し
て
い
く
。

ω
1
2
年
4
月
の
実
施
に
向
け
検
討
し
て
い
る
。

㈲
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
。
②
区
民
生
活

を
守
り
、
的
確
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

園
固
介
護
保
険
の
導
入
で
は
、
①
区
の
財

源
で
保
険
外
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
せ
よ
。
②
元

気
な
高
齢
者
が
、
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い

よ
う
支
え
合
い
ミ
ニ
デ
イ
を
拡
充
せ
よ
。

助
役
　
保
健
福
祉
部
長
①
区
民
が
安
心
し

　
　
④
専
管
組
織
を
整
備
す
る
。

　
　
園
固
①
福
祉
施
策
は
介
護
保
険
の
導
入
を

　
　
機
に
、
現
金
給
付
型
か
ら
サ
ー
ビ
ス
給
付
型

　
　
　
へ
転
換
す
べ
き
だ
。
ω
導
入
後
の
福
祉
の
あ

　
　
り
方
へ
の
見
解
を
示
せ
。
ω
障
害
者
施
策
も

　
　
　
一
部
負
担
を
導
入
す
る
な
ど
給
付
制
度
を
見

　
　
直
せ
。
②
介
護
保
険
の
国
の
特
別
対
策
が
決

　
　
定
さ
れ
、
ω
保
険
料
は
徴
収
が
延
期
さ
れ
た
。

　
　
今
後
ど
う
す
る
の
か
。
ω
家
族
介
護
へ
の
支

　
　
援
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
積
極
的
に
実
施
せ
よ
。

　
　
助
役
　
在
宅
サ
ー
ビ
ス
部
長
ほ
か
　
①
ω
あ

　
　
り
方
を
検
討
し
て
い
る
。
ω
総
合
的
に
検
討

　
　
し
た
い
。
②
ω
詳
細
を
確
認
し
決
定
し
た
い
。

　
　
ω
具
体
的
な
手
法
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
圏
①
清
掃
妻
が
￥
月
に
移
管
さ

　
　
れ
る
。
清
掃
工
場
な
ど
の
土
地
や
建
物
も
、

　
　
各
区
に
完
全
に
移
管
す
る
よ
う
都
に
強
く
求

　
　
め
よ
。
②
商
店
街
の
自
主
的
な
リ
サ
イ
ク
ル

　
　
活
動
を
支
援
せ
よ
。

　
　
助
役
　
清
掃
移
管
室
長
　
①
無
償
譲
渡
を
強

　
　
く
要
請
す
る
。
②
支
援
策
を
講
じ
た
い
。

　
　
園
閥
］
元
気
出
せ
商
店
街
事
業
を
来
年
度
も

　
　
継
続
す
る
よ
う
、
強
く
都
に
働
き
か
け
よ
。

　
　
産
業
振
興
部
長
　
引
き
続
き
要
請
す
る
。

　
　
”
園
固
環
境
と
共
生
す
る
社
会
を
実
現
す
る
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て
在
宅
生
活
を
送
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
く
。
②
場
の
確
保
と
適
切
な
運
営
に
努
め
る
。
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
圓
關
回
少
子
化
対
策
特
例
交
付
金
は
、
少
子
　
”

　
　
化
解
決
の
抜
本
的
な
対
策
に
活
用
せ
よ
。
　
　
”

　
　
政
策
経
営
室
長
　
保
育
環
境
の
整
備
や
児
童
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
福
祉
施
設
の
整
備
な
ど
に
活
用
し
た
い
。
　
　
●

　
　
圏
資
源
循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
、
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
清
掃
事
業
移
管
を
契
機
と
し
て
、
①
区
民
意
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
識
の
変
革
に
努
め
よ
。
②
区
独
自
の
リ
サ
イ
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ク
ル
制
度
を
確
立
せ
よ
。
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区
長
清
掃
移
管
室
長
①
リ
サ
イ
ク
ル
協
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
力
員
な
ど
の
協
力
を
得
て
取
り
組
む
。
②
回
　
”

　
　
収
品
目
の
拡
充
や
利
便
性
の
確
保
に
努
め
る
。
　
“

　
　
圏
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
、
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
①
学
区
域
の
ブ
ロ
ッ
ク
選
択
制
を
導
入
せ
よ
。
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
②
体
験
学
習
を
全
校
で
実
施
せ
よ
。
③
教
員
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
の
資
質
の
一
層
の
向
上
に
努
め
よ
。
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
教
育
長
　
教
育
政
策
部
長
①
学
区
域
の
弾
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
力
的
な
運
用
で
対
応
す
る
。
②
各
校
の
独
自
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
性
を
尊
重
し
、
充
実
に
努
め
る
。
③
社
会
体
　
”

　
　
験
研
修
な
ど
の
拡
充
に
取
り
組
む
。
　
　
　
　
“

11

月
2
9
日
及
び
3
0
日
の
本
会
議
で
、
6
名
の
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
会
派
を
代
表
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
．
そ
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
．

た
め
、
①
I
S
O
1
4
0
0
1
の
認
証
取
得

の
効
果
が
十
分
発
揮
で
き
る
体
制
を
構
築
せ

よ
。
②
自
動
車
公
害
防
止
対
策
に
力
を
注
げ
。

助
役
　
環
境
部
長
①
全
庁
的
な
体
制
を
整

え
る
。
②
低
公
害
車
の
普
及
啓
発
に
努
め
る
。

固
園
図
安
全
で
快
適
な
街
の
実
現
に
向
け
、

①
通
過
交
通
の
削
減
に
有
効
な
外
環
道
の
整

備
促
進
に
強
力
に
取
り
組
め
。
②
公
共
基
準

点
を
活
用
し
、
道
路
境
界
の
確
定
を
進
め
よ
。

③
環
8
沿
道
の
街
づ
く
り
に
全
力
で
当
た
れ
。

助
役
　
建
設
住
宅
部
長
ほ
か
　
①
国
や
都
の

状
況
も
踏
ま
え
対
応
し
た
い
。
②
道
路
の
境

界
線
の
明
確
化
に
努
め
る
。
③
自
然
環
境
と

の
調
和
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

園
固
①
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
学
校
協
議
会
を
一
層
充
実
せ

よ
。
②
情
報
教
育
の
推
進
に
向
け
、
パ
ソ
コ

ン
を
活
用
で
き
る
教
員
の
養
成
を
急
げ
。

教
育
長
①
学
校
へ
の
支
援
を
更
に
工
夫
し

て
い
く
。
②
指
導
員
の
派
遣
な
ど
も
行
う
。

民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

　
　
　
4
里
　
裕
次
郎
議
員

圏
国
が
介
護
保
険
制
度
を
開
始
直
前
に

見
直
し
た
。
区
民
が
混
乱
し
な
い
よ
う
、
万

全
の
体
制
で
対
応
せ
よ
。

助
役
　
国
の
動
向
に
注
意
を
払
い
、
区
民
の

信
頼
を
損
な
う
こ
と
が
な
い
よ
う
努
め
る
。

園
回
行
政
改
革
の
↓
層
の
推
進
に
向
け
、

①
外
郭
団
体
を
抜
本
的
に
見
直
せ
。
②
職
員

の
育
成
や
意
識
改
革
に
全
力
で
当
た
れ
。

区
長
　
政
策
担
当
部
長
　
①
更
に
効
率
的
な

運
営
を
指
導
す
る
。
②
積
極
的
に
取
り
組
む
。

●●

　
　
　
日
本
共
産
党

●O●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笹
尾
　
淑
議
員

●●●　

・
　
園
圓
都
の
財
政
再
建
プ
ラ
ン
は
、
福
祉
を

　

・
　
切
り
捨
て
、
区
民
の
生
活
を
苦
し
め
、
そ
の

　

．
　
上
、
区
の
財
政
運
営
に
も
負
担
を
強
い
る
も

　

・
　
の
だ
。
計
画
の
撤
回
を
強
力
に
要
請
せ
よ
。

　

“
　
区
長
　
区
長
会
と
し
て
十
分
に
事
前
協
議
を

“
　
尽
く
す
よ
う
、
強
く
働
き
か
け
て
い
る
。

O　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
O
　
●
　
●
　
■
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
9
　
●
　
●
　
■
　
●
　
●
　
●

●●■

　
　
　
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

O●■

　
　
　
　
　
　
　
　
森
川
　
礼
子
議
員

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　
園
固
財
源
確
保
の
見
通
し
が
立
た
な
い
中
、

　
12
年
度
予
算
の
編
成
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
区
長
　
歳
入
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

　
行
革
の
推
進
に
よ
る
歳
出
の
削
減
を
図
る
。

圏
地
域
の
間
題
は
地
域
で
解
決
で
き
る

　
よ
う
、
支
所
の
権
限
を
強
化
し
、
住
民
参
加

　
で
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
施
策
を
展
開
せ
よ
。

　
助
役
　
地
域
行
政
制
度
を
一
層
拡
充
す
る
。

　
固
固
高
齢
者
な
ど
が
在
宅
で
快
適
に
暮
ら

　
す
た
め
の
施
策
の
充
実
が
急
務
だ
。
①
給
食

　
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
向
け
、
地
域
に
N
P
O

　
な
ど
を
支
援
す
る
拠
点
を
設
置
せ
よ
。
②
公

　
営
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
促
進
せ
よ
。

　
在
宅
サ
ー
ビ
ス
部
長
ほ
か
　
①
活
動
団
体
の

　
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
す
る
。
②
都
営
住

　
宅
で
の
推
進
を
要
請
し
、
区
営
住
宅
に
つ
い

　
て
は
改
修
を
進
め
る
。

●
　
●
　
O
　
●
　
●
　
●
　
■
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
⑫
　
●
　
●
　
●
　
●
　
9
　
●
　
●
　
O
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
圏
北
欧
の
ク
ォ
ー
タ
i
制
な
ど
を
参
考
　
　
”

　
に
し
、
男
女
共
同
参
画
施
策
を
展
開
せ
よ
。
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
生
活
文
化
部
長
　
環
境
整
備
に
一
層
努
め
る
。
　
“

　
園
團
保
育
サ
ー
ビ
ス
待
機
児
の
解
消
は
重
　
　
”

　
要
課
題
だ
。
実
態
を
正
確
に
把
握
し
、
待
機
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
児
ゼ
ロ
の
実
現
に
全
力
を
注
げ
。
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
保
健
福
祉
部
長
　
新
た
な
保
育
需
要
に
も
対
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
応
で
き
る
計
画
を
進
め
て
い
る
。
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
園
囲
一
い
じ
め
や
学
級
崩
壊
な
ど
の
原
因
の
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
つ
は
、
画
一
的
な
教
育
の
あ
り
方
に
あ
る
。
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
小
学
校
の
自
由
選
択
制
を
実
施
す
る
な
ど
、
　
”

　
個
性
あ
る
学
校
づ
く
り
に
強
力
に
取
り
組
め
。
　
”

　
教
育
長
　
教
員
の
資
質
向
上
を
図
る
と
と
も
　
　
”

　
に
、
各
学
校
独
自
の
教
育
活
動
を
支
援
す
る
。
　
”

圏
都
区
制
度
改
革
で
の
財
調
制
度
の
見

直
し
で
は
、
都
の
一
方
的
な
考
え
に
妥
協
す

る
こ
と
な
く
、
財
源
確
保
に
力
を
注
げ
。

助
役
　
粘
り
強
く
都
と
交
渉
し
て
い
く
。

固
固
①
基
本
計
画
な
ど
の
見
直
し
案
は
福

祉
の
切
捨
て
だ
。
再
考
せ
よ
。
②
行
革
の
行

動
計
画
を
議
会
で
論
議
す
る
場
を
保
障
せ
よ
。

助
役
①
社
会
経
済
状
況
の
激
変
に
対
応
さ

せ
た
も
の
だ
。
②
意
見
を
十
分
聞
い
て
い
く
。

園
固
地
域
住
民
の
同
意
が
得
ら
れ
ず
、
問

O
　
●
　
■
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
■
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

固
固
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
、
省
エ
ネ

や
リ
サ
イ
ク
ル
を
一
層
進
め
る
環
境
行
政
の

展
開
が
必
要
だ
。
①
環
境
教
育
を
進
め
る
な

ど
、
区
民
へ
の
意
識
啓
発
を
強
化
せ
よ
。
②

自
動
販
売
機
の
設
置
は
届
け
出
制
に
し
、
数

を
抑
制
せ
よ
。
③
学
校
や
公
共
施
設
に
太
陽

光
発
電
を
積
極
的
に
導
入
せ
よ
。
④
民
間
住

宅
の
屋
上
緑
化
の
促
進
を
図
れ
。
⑤
雨
水
浸

透
ま
す
の
普
及
に
力
を
注
げ
。

環
境
部
長
ほ
か
　
①
地
区
で
の
区
民
に
よ
る

実
践
活
動
な
ど
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

②
研
究
し
た
い
。
③
国
の
補
助
事
業
の
活
用

を
含
め
検
討
し
た
い
。
④
住
宅
金
融
公
庫
の

融
資
制
度
の
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。
⑤
積

極
的
に
普
及
啓
発
に
努
め
る
。

園
園
幽
女
性
に
対
す
る
家
庭
内
暴
力
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
①
区
報
な
ど
で
身
近
な
相

談
場
所
な
ど
の
情
報
を
提
供
せ
よ
。
②
被
害

者
の
緊
急
一
時
保
護
に
力
を
入
れ
よ
。

生
活
文
化
部
長
ほ
か
　
①
多
様
な
手
法
で
周

知
に
努
め
る
。
②
検
討
し
て
い
く
。

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
■
　
●
　
●
　
■
　
●
　
●

題
の
多
い
二
子
玉
川
再
開
発
は
即
刻
見
直
せ
。

助
役
　
住
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
進
め
た
い
。

固
固
介
護
保
険
の
、
①
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の

整
備
に
強
力
に
取
り
組
め
。
②
対
象
か
ら
外

れ
た
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す
る
な
ど
、

現
行
の
福
祉
水
準
を
堅
持
せ
よ
。

助
役
　
保
健
福
祉
部
長
ほ
が
　
①
様
々
な
手

法
で
整
備
す
る
。
②
適
切
な
提
供
に
努
め
る
。

　　　●

　　　●

　　　：

》

議
雲

社
会
民
主
党
羽
田
　
圭
二
議
員

一
圏
園
園
都
の
財
政
再
建
プ
ラ
ン
は
、
福
祉
を

後
退
さ
せ
る
も
の
だ
。
区
民
生
活
に
影
響
を

来
さ
な
い
よ
う
、
財
源
の
確
保
と
福
祉
の
切

捨
て
の
中
止
を
、
都
に
強
く
求
め
よ
。

区
長
　
都
財
政
の
悪
化
に
よ
る
負
担
の
押
し

つ
け
は
、
許
さ
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

圏
学
校
で
の
プ
ー
ル
事
故
な
ど
の
再
発

を
防
ぐ
た
め
、
①
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
設
備

を
改
善
せ
よ
。
②
子
ど
も
や
保
護
者
の
意
見

が
安
全
対
策
に
生
か
さ
れ
る
仕
組
み
を
作
れ
。

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
■
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
O
　
　
●

　
　
教
育
政
策
部
長
①
安
全
が
第
一
で
あ
る
こ

　
　
と
を
徹
底
す
る
。
②
学
校
協
議
会
な
ど
の
場

　
　
　
で
意
見
を
聞
い
て
い
く
。

　
　
園
固
①
ご
み
の
分
別
を
徹
底
す
る
た
め
、

　
　
区
民
に
き
め
細
か
な
指
導
を
実
施
せ
よ
。
②

　
　
　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
の
抑
制
に
向
け
、
塩

　
　
化
ビ
ニ
ル
の
使
用
規
制
に
取
り
組
め
。

　
　
助
役
　
清
掃
移
管
室
長
①
意
識
啓
発
を
図

　
　
り
な
が
ら
ご
み
の
減
量
に
取
り
組
む
。
②
環

　
　
境
に
配
慮
し
た
製
品
の
普
及
啓
発
に
努
め
る
。

　
　
圏
国
の
介
薦
の
特
別
対
策
は
、
介

　
　
護
の
社
会
化
と
い
う
制
度
本
来
の
趣
旨
に
反

　
　
す
る
。
区
は
、
当
初
の
内
容
で
実
施
せ
よ
。

　
　
助
役
　
国
の
動
向
を
見
て
決
定
し
た
い
。



No．173

∫鳳 ，．；i一罵．唄一冒，甲塒一’置τ二瓢皿　　一一

騰蕪だよ蔚
二漏πξ一鮎届；二．一諏πζ；y罵写．，嫉下；』ボー一一二二一

月1日号

奥
村
　
ま
き
議
員
（
民
・
無
）

團
固
田
幼
稚
園
と
保
育
園
の
入
園
相
談
窓

口
を
一
本
化
せ
よ
。
田
男
女
共
同
参
画
を
推

進
す
る
た
め
、
①
審
議
会
委
員
へ
の
女
性
の

登
用
を
促
進
す
る
な
ど
、
環
境
整
備
と
人
材

育
成
に
努
め
よ
。
②
女
性
セ
ン
タ
ー
の
名
称

を
改
め
る
な
ど
、
啓
発
事
業
に
男
性
が
参
加

し
や
す
く
せ
よ
。
田
F
M
世
田
谷
で
、
日
ご

ろ
か
ら
交
通
情
報
な
ど
を
迅
速
・
正
確
に
提

供
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

保
健
福
祉
部
長
ほ
か
　
国
1
2
年
4
月
よ
り
各

支
所
で
子
育
て
総
合
相
談
な
ど
を
実
施
す
る
。

田
①
区
民
と
連
携
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

②
利
用
者
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
検
討
す
る
。

菅
沼
　
つ
と
む
議
員
（
自
　
民
）

圏
国
区
財
政
は
危
機
的
状
況
に
あ
る
．

12

年
度
予
算
編
成
で
は
、
よ
り
一
層
の
財
源

確
保
に
全
力
を
注
げ
。
囲
建
築
確
認
や
検
査

を
民
間
機
関
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

十
分
連
携
を
図
り
、
違
反
建
築
の
取
り
締
ま

り
に
は
引
き
続
き
強
力
に
取
り
組
め
。
圓
学

校
給
食
の
調
理
業
務
の
民
間
委
託
後
も
、
食

材
は
区
内
業
者
よ
り
購
入
せ
よ
。

政
策
経
営
室
長
ほ
か
　
田
人
件
費
な
ど
の
抑

制
や
未
納
金
の
徴
収
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

圓
民
問
機
関
と
の
連
絡
会
の
充
実
を
図
り
、

防
止
に
努
め
る
。
岡
引
き
続
き
区
内
業
者
に

発
注
し
て
い
く
。

村
田
　
義
則
議
員
（
共
　
産
）

圏
田
銀
行
の
貸
し
渋
り
で
、
商
工
ロ
ー

ン
な
ど
の
被
害
を
受
け
る
中
小
企
業
が
増
え

て
い
る
。
①
ω
被
害
相
談
な
ど
を
受
け
る
体

制
を
充
実
せ
よ
。
ω
貸
金
業
者
へ
の
指
導
の

強
化
を
国
に
求
め
よ
。
②
融
資
を
受
け
や
す

く
す
る
た
め
、
銀
行
に
緊
急
融
資
あ
っ
旋
事

業
で
の
融
資
条
件
の
緩
和
な
ど
を
求
め
よ
。

囲
保
育
室
の
改
修
な
ど
を
積
極
的
に
支
援
し
、

保
育
環
境
を
向
上
さ
せ
よ
。

産
業
振
興
部
長
ほ
か
　
国
①
ω
法
律
相
談
の

利
用
な
ど
を
P
R
す
る
。
ω
法
改
正
な
ど
の

審
議
が
始
ま
っ
て
い
る
。
②
資
金
需
要
に
応

え
て
い
る
。
田
支
援
を
更
に
拡
充
し
て
い
く
。

川
上
　
和
彦
議
員
（
自
　
民
）

固
固
田
①
建
築
物
の
制
限
に
違
反
し
て
使

用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
ヘ
の
対
策
を
強
化
せ
よ
。

②
用
途
地
域
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
都

市
計
画
な
ど
と
の
整
合
を
十
分
図
れ
。
田
保

育
待
機
児
の
解
消
で
は
、
量
の
確
保
だ
け
で

な
く
、
質
の
充
実
が
不
可
欠
だ
。
保
育
料
の

適
正
化
な
ど
の
見
直
し
を
十
分
行
っ
た
上
で
、

保
育
室
の
環
境
の
改
善
な
ど
、
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
拡
充
に
力
を
注
げ
。

鳥
山
支
所
長
ほ
か
　
国
①
地
域
と
連
携
し
て

是
正
に
努
め
て
い
く
。
②
地
域
特
性
を
更
に

反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。
囲
可
能
な
限
り
施

策
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

小
泉
　
た
ま
子
議
員
（
新
風
2
1
）

固
固
田
区
の
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
区

民
に
負
担
を
求
め
る
前
に
、
ま
ず
区
の
組
織

を
ス
リ
ム
化
せ
よ
。
田
出
張
所
の
見
直
し
で

は
、
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
十
分
留

意
せ
よ
。
岡
①
子
育
て
の
不
安
解
消
に
積
極

的
に
取
り
組
め
。
②
子
ど
も
に
思
い
や
り
の

心
や
、
国
際
人
と
し
て
の
資
質
を
育
む
教
育

に
力
を
注
げ
。
国
学
校
施
設
の
地
域
開
放
を

一
層
推
進
せ
よ
。

助
役
　
教
育
長
　
砧
支
所
長
ほ
か
　
国
取
り

組
ん
で
い
く
。
囲
検
討
す
る
。
圃
①
実
効
性

あ
る
施
策
を
進
め
る
。
②
生
き
る
力
を
育
む

教
育
を
進
め
る
。
圓
租
極
的
に
取
り
組
む
。

増
田
　
信
之
議
員
（
公
　
明
）

圏
田
介
護
保
険
は
日
本
の
社
会
保
障
の

将
来
を
左
右
す
る
大
事
な
制
度
だ
。
介
護
先

進
国
ド
イ
ツ
の
介
護
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策
や

家
族
介
護
な
ど
の
事
例
を
参
考
に
し
、
よ
り

良
い
運
営
を
目
指
せ
。
田
放
置
自
転
車
へ
の

抜
本
的
な
対
策
を
全
庁
挙
げ
て
行
え
。
囮
野

良
猫
の
繁
殖
防
止
や
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
の
向

上
な
ど
に
向
け
、
①
「
ね
こ
条
例
」
を
制
定

せ
よ
。
②
「
区
民
ね
こ
会
議
」
も
開
催
せ
よ
。

助
役
　
建
設
住
宅
部
長
ほ
か
　
国
適
正
な
運

営
に
万
全
を
期
す
。
囮
庁
内
の
連
携
を
一
層

図
り
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
．
轟
地
域
の

人
な
ど
と
協
力
し
て
い
き
た
い
。

田
中
　
美
代
子
議
員
（
共
　
産
）

園
固
①
経
堂
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
で
は
、

ω
鉄
道
事
業
者
と
確
認
書
を
交
わ
し
た
後
で
、

住
民
に
基
本
構
想
案
が
示
さ
れ
て
い
る
。
住

民
無
視
で
は
な
い
か
。
ω
車
庫
跡
地
の
利
用

に
関
す
る
取
り
決
め
は
な
い
か
。
②
ω
視
覚

障
害
者
が
安
心
し
て
駅
を
利
用
で
き
る
よ
う
、

階
段
の
縁
の
色
付
け
を
鉄
道
事
業
者
に
要
請

せ
よ
。
ω
経
堂
駅
上
り
ホ
ー
ム
ヘ
の
下
り
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置
も
働
き
か
け
よ
。

都
市
整
備
部
長
①
ω
確
認
書
が
あ
っ
た
か

ら
計
画
案
を
作
っ
た
の
で
は
な
い
。
ω
確
認

書
以
外
の
も
の
は
な
い
。
②
矧
誰
も
が
利
用

し
や
す
い
駅
と
な
る
よ
う
求
め
て
い
く
。

平
山
　
八
郎
議
員
（
自
　
民
）

園
固
田
清
掃
事
業
の
移
管
は
区
民
に
メ
リ

ッ
ト
の
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
生
ご
み
の
回
収
日
は
週
1
日
減
る

見
込
み
だ
。
こ
れ
で
は
移
管
に
対
す
る
区
民

の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
と
考
え
る
が
、
区
の

見
解
を
示
せ
。
田
キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー
2
6
階

の
展
望
ロ
ビ
ー
は
人
が
集
ま
る
場
所
だ
。
活

用
方
法
を
工
夫
し
、
収
益
を
上
げ
よ
。

助
役
　
政
策
経
営
室
長
ほ
か
　
国
ま
ず
は
円

滑
な
事
業
の
受
入
れ
に
努
め
、
将
来
的
に
は

地
域
特
性
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
事
業
運
営

を
目
指
す
。
囲
利
用
実
態
を
早
急
に
調
査
し
、

二
ー
ズ
に
即
し
た
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

新
川
勝
一
一
議
員
（
自
民
）

園
旧
固
田
建
築
確
認
が
、
①
民
聞
機
関
で
も

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
区
と
の
関
係
は
ど

う
な
る
の
か
。
②
支
所
に
移
管
さ
れ
た
利
点

を
生
か
し
、
処
理
期
間
を
短
縮
せ
よ
。
団
大

型
店
の
深
夜
営
業
が
増
え
て
い
る
。
環
境
悪

化
の
防
止
策
を
強
化
せ
よ
。
圃
中
学
生
の
非

行
問
題
な
ど
に
強
力
に
取
り
組
め
。
囲
非
常

時
に
備
え
、
避
難
所
と
な
る
学
校
と
、
運
営

に
当
た
る
町
会
と
の
連
携
を
密
に
せ
よ
。

都
市
整
備
部
長
ほ
か
　
国
①
協
力
し
て
建
築

物
の
安
全
を
確
保
す
る
。
②
工
夫
し
て
い
く
。

剛
適
切
に
対
応
し
た
い
。
圓
地
域
と
協
力
し

解
決
し
た
い
。
囲
学
校
協
議
会
を
活
用
す
る
。

嘉
部
　
広
司
議
員
（
共
　
産
）

圏
田
特
養
ホ
ー
ム
は
商
齢
者
介
護
に
極

め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
①
待
機

者
の
解
消
に
向
け
、
施
設
を
増
設
せ
よ
。
②

民
問
ホ
ー
ム
ヘ
の
運
営
費
助
成
の
都
加
算
の

継
続
を
強
く
求
め
よ
。
③
建
設
中
の
北
沢
特

養
ホ
ー
ム
の
運
営
を
民
問
委
託
す
る
理
由
を

示
せ
。
国
オ
オ
ゼ
キ
上
町
店
は
周
辺
環
境
に

配
慮
し
な
い
上
、
環
境
配
慮
要
請
も
無
視
し

て
出
店
し
た
。
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
の
か
。

施
設
整
備
部
長
ほ
か
　
田
①
民
間
法
人
に
よ

る
整
備
を
支
援
す
る
。
②
要
請
し
て
い
る
。

③
効
率
的
で
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
だ
。
圓
安
全
対
策
に
万
全
を
期
す
。

近
岡
　
秀
輔
議
員
（
自
　
民
）

園
旧
固
田
①
清
掃
事
業
移
管
の
準
備
が
進
ん

で
い
る
が
、
財
源
の
都
区
協
議
は
難
航
し
て

い
る
。
財
源
確
保
に
力
を
注
げ
。
②
ご
み
減

量
な
ど
に
区
民
が
参
加
し
や
す
い
仕
組
み
を

作
り
、
循
環
型
経
済
社
会
の
実
現
を
目
指
せ
。

田
①
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
全
に
育

つ
よ
う
、
薬
物
乱
用
問
題
な
ど
に
抜
本
的
な

対
策
を
講
じ
よ
。
②
国
で
学
級
編
制
の
基
準

が
改
正
さ
れ
た
場
合
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

助
役
　
教
育
長
　
清
掃
移
管
室
長
ほ
か
　
田

①
強
力
に
取
り
組
む
。
②
リ
サ
イ
ク
ル
の
促

進
に
力
を
注
ぐ
。
国
①
教
育
改
革
に
積
極
的

に
取
り
組
む
。
②
調
査
研
究
し
た
い
。

畠
山
　
晋
一
議
員
（
自
　
民
）

固
田
幽
①
福
祉
の
い
え
ま
ち
条
例
に
基
づ
き
、

ω
推
進
地
区
に
指
定
さ
れ
た
梅
ヶ
丘
駅
～
豪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
ち
ヌ
く

徳
寺
・
山
下
駅
周
辺
の
進
捗
状
況
を
示
せ
。

ω
策
定
さ
れ
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
世
田
谷
プ
ラ

ン
2
1
に
、
タ
ウ
ン
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入
な
ど

に
よ
る
産
業
振
興
策
と
の
連
携
を
、
取
り
入

れ
よ
。
②
元
気
な
高
齢
者
に
区
の
施
策
な
ど

の
情
報
を
速
や
か
に
提
供
せ
よ
。

北
沢
支
所
長
ほ
か
　
①
切
地
域
の
声
を
反
映

さ
せ
、
今
年
度
中
に
整
備
計
画
を
策
定
す
る
。

ω
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
関
係

部
門
と
協
議
す
る
。
②
F
M
放
送
や
C
A
T

V
な
ど
の
情
報
媒
体
の
活
用
も
検
討
す
る
。

西
村
　
孝
議
員
（
民
・
無
）

國
固
二
子
玉
川
再
開
発
で
は
、
①
財
源
の

大
半
は
補
助
金
や
都
区
財
調
で
賄
わ
れ
る
た

め
、
区
の
負
担
は
少
な
い
。
新
財
調
制
度
の

下
で
も
同
様
な
の
か
。
②
計
画
を
推
進
せ
よ
。

③
環
境
に
も
十
分
配
慮
せ
よ
。
④
公
園
も
設

置
さ
れ
る
。
ω
整
備
方
針
を
示
せ
。
ω
公
園

用
地
の
一
部
は
無
償
譲
渡
の
予
定
だ
が
、
無

償
譲
渡
さ
れ
な
い
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

助
役
都
市
整
備
部
長
①
一
層
確
実
な
も

の
と
し
て
い
く
。
②
着
実
に
進
め
る
。
③
環

境
に
配
慮
し
て
進
め
る
。
④
ω
川
沿
い
で
あ

る
特
性
を
生
か
し
た
公
園
と
し
た
い
。
ω
乱

開
発
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
る
。

谷
　
逸
子
議
員
（
公
　
明
）

國
閾
型
田
赤
ち
ゃ
ん
の
命
を
守
る
た
め
、
乳

幼
児
突
然
死
症
候
群
の
予
防
情
報
は
認
可
園

だ
け
で
な
く
保
育
室
や
保
育
マ
マ
な
ど
に
も

徹
底
せ
よ
。
岡
不
妊
に
悩
む
区
民
に
と
っ
て
、

不
妊
症
治
療
へ
の
期
待
は
大
き
い
。
治
療
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
①
保
険
適

用
や
所
得
控
除
の
実
施
を
国
な
ど
に
要
請
せ

よ
。
②
当
面
、
区
独
自
の
支
援
策
を
講
じ
よ
。

保
健
福
祉
部
長
ほ
か
　
国
十
分
な
情
報
提
供

に
努
め
、
予
防
に
万
全
を
期
す
。
田
①
国
な

ど
の
調
査
・
研
究
の
動
向
を
見
て
、
支
援
策

を
提
起
し
た
い
。
②
相
談
事
業
や
情
報
提
供

を
中
心
と
し
た
支
援
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

板
井
　
斎
議
員
（
公
　
明
）

園
閏
幽
国
介
護
保
険
の
、
①
実
施
に
よ
り
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
人
の

た
め
に
、
家
庭
奉
仕
員
を
指
導
員
と
す
る
ミ

ニ
デ
イ
事
業
を
行
え
。
②
サ
ー
ビ
ス
提
供
事

業
者
を
選
ぶ
際
の
情
報
を
区
民
に
十
分
提
供

せ
よ
。
囮
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
に
は
、
福
祉
の

専
門
的
知
識
や
資
格
を
持
つ
職
員
を
積
極
的

に
充
て
よ
。
圓
改
正
さ
れ
た
感
染
症
法
に
的

確
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
備
せ
よ
。

玉
川
支
所
長
ほ
か
　
田
①
様
々
な
手
法
で
対

応
し
た
い
。
②
簡
単
に
情
報
入
手
で
き
る
よ

う
工
夫
す
る
。
田
福
祉
職
の
職
域
拡
大
に
努

め
る
。
圓
き
め
細
か
く
対
応
し
て
い
く
。

岸
　
武
志
議
員
（
共
　
産
）

園
固
国
二
子
玉
川
再
開
発
は
、
莫
大
な
税

金
を
投
入
す
る
事
業
で
あ
り
な
が
ら
一
企
業

本
位
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
周
辺
住
民
に
反

対
の
声
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
計
画
は
見
直

せ
。
国
外
環
道
の
練
馬
～
世
田
谷
区
間
は
、

住
民
か
ら
の
強
い
反
対
で
約
3
0
年
間
凍
結
さ

れ
て
き
た
。
地
下
化
で
再
開
す
る
動
き
が
都

に
あ
る
が
、
周
辺
環
境
を
守
る
た
め
に
も
、

凍
結
解
除
に
は
断
固
反
対
せ
よ
。

》
＼

助
役
　
都
市
整
備
部
長
ほ
か
　
国
広
域
生
活

拠
点
と
し
て
必
要
と
の
認
識
の
下
、
関
係
者

の
理
解
を
得
て
進
め
て
い
く
。
田
国
や
都
の

動
向
も
見
て
対
応
し
た
い
。

宍
戸
　
教
男
議
員
（
自
　
民
）

圏
田
①
世
田
谷
線
沿
欝
街
の
縫

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
鉄
道
事
業
者
に
協

力
を
求
め
進
め
よ
。
②
世
田
谷
線
が
利
用
し

や
す
く
な
る
よ
う
、
ω
低
床
車
両
の
導
入
促

進
を
求
め
よ
。
ω
駅
の
段
差
解
消
を
要
請
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
い
は
ん

よ
。
田
1
2
年
4
月
よ
り
国
か
ら
畦
畔
な
ど
の

法
定
外
公
共
物
が
移
管
さ
れ
る
。
受
入
れ
準

備
に
万
全
を
期
せ
。
囮
遊
休
地
は
一
時
的
に

時
間
貸
し
駐
車
場
に
す
る
な
ど
活
用
を
図
れ
。

助
役
　
世
田
谷
支
所
長
ほ
か
　
団
①
工
夫
を

凝
ら
す
。
②
ω
引
き
続
き
要
請
す
る
。
ω
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
て
い
く
。
国
全
力
を

挙
げ
て
対
応
す
る
。
田
今
後
検
討
を
進
め
る
。

田
申
　
優
子
議
員
（
生
活
ネ
）

園
闇
凶
田
循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
、
①

町
会
・
自
治
会
や
出
張
所
単
位
で
啓
発
活
動

や
学
習
会
を
実
施
せ
よ
。
②
学
校
で
は
、
地

域
で
環
境
問
題
に
取
り
組
む
方
な
ど
の
参
加

や
協
力
に
よ
り
説
得
力
の
あ
る
環
境
教
育
を

行
え
。
③
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
の
助
成
拡

充
を
提
案
す
る
。
囮
健
康
体
操
の
自
主
グ
ル

ー
プ
ヘ
の
支
援
を
強
化
す
る
な
ど
、
元
気
な

高
齢
者
向
け
の
健
康
増
進
事
業
を
促
進
せ
よ
。

清
掃
移
管
室
長
ほ
か
　
田
①
講
師
の
養
成
な

ど
を
含
め
検
討
し
て
い
く
。
②
各
校
が
積
極

的
に
取
り
組
め
る
よ
う
支
援
し
た
い
。
国
引

き
続
き
支
援
し
て
い
く
。

山
口
　
拓
議
員
（
民
・
無
）

園
固
田
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
に
向

け
、
①
農
家
と
連
携
し
、
学
校
給
食
の
残
さ

い
で
で
き
る
コ
ン
ポ
ス
ト
の
活
用
を
推
進
せ

よ
。
②
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
の
あ
っ
旋
な

ど
、
区
民
へ
の
意
識
啓
発
を
望
む
。
囮
震
災

予
防
条
例
を
制
定
し
、
緊
急
事
態
に
迅
速
に

対
応
で
き
る
体
制
を
作
れ
。
悶
㎜
年
問
題
に

よ
る
年
末
年
始
の
混
乱
が
懸
念
さ
れ
る
。
万

全
の
態
勢
を
確
立
し
警
戒
に
当
た
れ
。

教
育
次
長
ほ
か
　
田
①
堆
肥
化
実
験
な
ど
を

進
め
て
い
る
。
国
検
討
し
た
い
。
圃
職
員
を

配
備
す
る
と
と
も
に
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
関

係
機
関
と
の
連
絡
態
勢
を
確
保
す
る
。
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桜
井
　
征
夫
議
員
（
社
　
民
）

圏
田
障
害
者
の
社
会
参
加
と
自
立
の
推

進
や
平
等
の
実
現
に
向
け
、
①
障
害
者
住
宅

を
確
保
せ
よ
。
②
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
継
続
を

都
に
要
請
せ
よ
。
③
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

確
立
せ
よ
。
④
地
域
保
健
福
祉
を
担
う
N
P

O
へ
の
支
援
策
を
講
じ
よ
。
田
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
地
域
保
健
福
祉
施

策
と
の
整
合
を
図
り
着
実
に
推
進
せ
よ
。

在
宅
サ
ー
ヒ
ス
部
長
ほ
か
　
田
①
賃
貸
住
宅

の
あ
っ
旋
な
ど
を
推
進
す
る
。
②
都
の
動
向

を
見
極
め
た
い
。
③
既
存
シ
ス
テ
ム
の
推
進

と
人
材
の
育
成
に
力
を
注
ぐ
。
④
検
討
し
て

い
く
。
囮
地
域
で
の
推
進
に
も
取
り
組
む
。

阿
部
　
力
也
議
員
（
民
・
無
）

圏
国
介
護
保
険
の
実
施
を
控
え
、
総
合

的
な
介
護
福
祉
政
策
を
確
立
す
る
た
め
、
介

護
福
祉
条
例
を
制
定
せ
よ
。
田
議
会
の
活
性

化
に
は
、
議
員
の
政
策
立
案
能
力
の
向
上
が

不
可
欠
だ
。
議
員
を
補
助
す
る
議
会
事
務
局

の
機
能
を
強
化
せ
よ
。
圓
小
中
学
校
に
学
校

選
択
制
を
導
入
せ
よ
。
囲
勤
労
者
が
雇
用
問

題
を
相
談
で
き
る
、
専
門
の
窓
口
を
設
け
よ
。

助
役
　
教
育
長
　
保
健
福
祉
部
長
ほ
か
　
国

検
討
し
た
い
。
囮
議
会
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば

協
力
し
た
い
。
岡
具
体
的
な
実
情
に
即
し
て

指
定
校
の
変
更
に
対
応
し
て
い
る
。
圃
職
安

な
ど
の
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

上
島
　
よ
し
も
り
議
員
（
自
　
由
）

園
圓
田
施
策
評
価
の
実
効
性
を
高
め
る
た

め
、
①
議
会
で
も
評
価
で
き
る
仕
組
み
を
取

り
入
れ
よ
。
②
職
員
が
評
価
の
手
法
を
習
得

す
る
研
修
を
充
実
せ
よ
。
③
評
価
は
区
民
な

ど
が
理
解
し
や
す
い
も
の
と
せ
よ
。
④
予
算

編
成
に
反
映
さ
せ
よ
。
剛
都
区
制
度
改
革
で

教
科
書
採
択
事
務
が
移
管
さ
れ
る
。
よ
り
良

い
教
科
書
の
選
定
に
積
極
的
に
取
り
組
め
。

助
役
　
政
策
経
営
室
長
ほ
か
　
田
①
評
価
の

結
果
を
広
く
周
知
す
る
。
②
検
討
し
て
い
る
。

③
十
分
留
意
し
て
検
討
を
進
め
る
。
④
1
3
年

度
の
予
算
編
成
か
ら
活
用
し
た
い
。
圏
最
善

の
手
法
を
検
討
し
て
い
く
。

市
川
　
康
憲
議
員
（
公
　
明
）

圏
国
シ
ル
バ
大
材
セ
ン
タ
ー
は
高
齢

者
の
就
労
や
生
き
が
い
の
場
と
し
て
大
変
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
①
活
動
拠
点
の

地
域
展
開
を
具
体
化
せ
よ
。
②
区
民
利
用
施
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設
の
管
理
業
務
な
ど
は
、
セ
ン
タ
ー
に
一
元

化
せ
よ
。
田
映
像
情
報
は
子
ど
も
の
人
格
形

成
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
。
学
校
の
視
聴

覚
教
室
を
活
用
し
て
良
質
な
映
画
を
上
映
す

る
な
ど
、
映
像
教
育
を
積
極
的
に
行
え
。

保
健
福
祉
部
長
ほ
か
　
田
①
玉
川
地
域
で
の

拠
点
確
保
を
進
め
て
い
る
。
②
関
係
所
管
と

検
討
し
た
い
。
圓
映
像
を
活
用
し
た
教
育
活

動
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

宇
田
川
　
国
一
議
員
（
自
　
民
）

圏
田
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
よ
り
効
率

的
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
有

効
な
手
法
だ
。
①
早
急
に
導
入
を
図
れ
。
②

施
策
評
価
支
援
シ
ス
テ
ム
な
ど
と
の
連
携
も

図
れ
。
国
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
未
利
用

地
な
ど
資
産
の
有
効
活
用
が
重
要
だ
。
①
未

利
用
地
の
活
用
を
工
夫
し
、
借
り
上
げ
庁
舎

を
極
力
返
還
せ
よ
。
②
来
庁
者
用
駐
車
場
を

時
間
外
や
土
日
な
ど
に
有
料
で
貸
し
出
せ
。

税
務
経
理
部
長
ほ
か
　
国
①
1
2
年
の
決
算
議

会
に
は
試
案
を
提
示
し
た
い
。
②
検
討
を
進

め
る
。
田
①
具
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

②
有
効
活
用
の
手
法
を
検
討
し
て
い
く
。

原
田
　
正
幸
議
員
（
自
　
民
）

圏
田
都
区
制
度
改
革
や
介
護
の
実

施
な
ど
に
よ
り
、
区
は
1
2
年
度
か
ら
新
た
に

多
く
の
事
務
事
業
を
担
う
。
財
政
状
況
が
厳

し
い
中
、
職
員
定
数
を
抑
制
し
つ
つ
、
こ
れ

ら
を
着
実
に
行
う
た
め
、
①
区
民
の
行
政
へ

の
積
極
的
な
参
画
を
促
せ
。
②
事
務
事
業
の

民
間
委
託
を
進
め
よ
。
岡
区
の
地
域
行
政
制

度
は
、
時
代
を
先
取
り
し
、
全
国
の
自
治
体

の
手
本
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
推
進
せ
よ
。

助
役
　
政
策
担
当
部
長
　
国
①
政
策
決
定
過

程
へ
の
区
民
の
参
画
を
図
っ
て
い
く
。
②
定

型
業
務
を
計
画
的
に
委
託
し
て
い
く
。
囮
全

庁
挙
げ
て
一
層
の
充
実
に
努
め
る
。

木
村
　
幸
雄
議
員
（
自
　
民
）

圏
国
高
齢
者
の
生
き
生
き
と
働
け
る
場

の
確
保
に
力
を
注
げ
。
国
す
べ
て
の
人
に
や

さ
し
い
街
の
実
現
が
重
要
だ
。
①
散
歩
を
楽

し
む
高
齢
者
な
ど
が
休
憩
で
き
る
よ
う
、
ポ

ケ
ッ
ト
広
場
な
ど
を
整
備
せ
よ
。
②
歩
道
な

ど
の
段
差
解
消
を
図
れ
。
③
放
置
自
転
車
の

危
険
性
を
区
民
に
周
知
せ
よ
。
④
駅
へ
の
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
な
ど
の
設
置
を
要
請
せ
よ
。

保
健
福
祉
部
長
ほ
か
　
国
シ
ル
バ
i
人
材
セ

5
ペ
ー
ジ
の
続
き

ン
タ
ー
な
ど
の
活
用
を
図
る
。
田
①
工
夫
し

て
い
く
。
②
で
き
る
だ
け
早
く
解
消
し
た
い
。

③
自
転
車
利
用
者
の
マ
ナ
i
向
上
に
努
め
る
。

④
鉄
道
事
業
者
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

稲
垣
　
ま
さ
よ
し
議
員
（
民
・
無
）

園
圓
国
多
摩
川
緑
地
広
場
管
理
公
社
は
大

田
区
と
設
立
し
、
2
1
年
が
経
過
し
た
。
よ
り

効
率
的
な
運
営
に
向
け
、
使
用
料
の
適
正
化

や
民
間
委
託
の
導
入
な
ど
、
運
営
の
あ
り
方

を
大
田
区
と
協
議
せ
よ
。
囲
児
童
虐
待
問
題

の
解
決
に
向
け
、
①
関
係
機
関
と
の
連
携
を

強
化
せ
よ
。
②
実
態
調
査
を
早
急
に
実
施
せ

よ
。
岡
福
祉
バ
ス
の
一
般
利
用
を
実
現
せ
よ
。

都
市
整
備
部
長
ほ
か
　
国
引
き
続
き
協
議
し
、

経
営
の
効
率
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
悶
①

児
童
相
談
所
な
ど
と
協
力
し
、
対
応
し
て
い

く
。
②
来
年
度
、
モ
デ
ル
地
区
で
実
施
す
る
。

圃
法
改
正
後
、
速
や
か
に
実
施
し
た
い
。

下
条
　
忠
雄
議
員
（
改
革
派
）

園
闊
一
田
介
護
保
険
で
求
め
ら
れ
る
の
は
保

険
料
を
猶
予
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
完
全
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
だ
。
①
そ
れ
を

前
提
に
区
独
自
で
徴
収
せ
よ
。
②
家
族
介
護

へ
の
現
金
給
付
を
止
め
、
公
的
介
護
を
受
け

る
よ
う
説
得
せ
よ
。
田
二
人
の
寝
た
き
り
の

親
を
抱
え
区
に
相
談
し
た
が
全
く
面
倒
を
み

て
貰
え
な
か
っ
た
。
区
長
の
寝
た
き
り
ゼ
ロ

・
特
養
ホ
ー
ム
待
機
者
ゼ
ロ
は
公
約
違
反
だ
。

助
役
　
保
健
福
祉
部
長
ほ
か
　
田
①
今
後
の

動
向
を
見
て
判
断
し
た
い
。
②
家
族
の
支
え

は
重
要
で
あ
り
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を
行

う
。
田
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

大
庭
　
正
明
議
員
（
行
革
m
番
）

圏
新
し
い
都
区
財
調
制
度
の
雛
行

わ
れ
て
い
る
が
、
都
と
区
の
主
張
に
は
清
掃

事
業
だ
け
で
も
0
0
億
円
も
の
隔
た
り
が
あ
り
、

合
意
に
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
財
調
の

金
額
が
都
の
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

こ
の
ま
ま
で
は
都
の
主
張
に
押
し
切
ら
れ
て

し
ま
う
。
区
部
選
出
の
都
議
会
議
員
に
働
き

か
け
、
都
議
会
で
都
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
さ

せ
る
な
ど
、
対
抗
手
段
を
強
力
に
講
ぜ
よ
。

助
役
　
政
策
担
当
部
長
　
都
議
会
議
員
に
実

情
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
都
議
会
で
行
動
し

て
も
ら
う
こ
と
が
大
変
重
要
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
も
相
談
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

五
十
畑
　
孝
司
議
員
（
自
　
民
）

圓
固
ウ
ィ
ー
ン
市
ド
ゥ
ブ
リ
ン
グ
区
と
の

姉
妹
都
市
提
携
1
5
周
年
の
記
念
式
典
に
出
席

し
、
こ
れ
ま
で
重
ね
ら
れ
て
き
た
交
流
が
、

相
互
理
解
を
深
め
大
き
な
成
果
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
た
。
今
回
は
各
都

市
の
市
民
の
方
と
直
接
対
話
を
す
る
機
会
を

つ
く
り
、
大
変
有
意
義
な
訪
問
と
な
っ
た
。

今
後
は
、
こ
う
し
た
対
話
型
の
交
流
が
重
要

と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
を
示
せ
。

区
長
　
生
活
文
化
部
長
　
区
民
と
姉
妹
都
市

の
市
民
と
の
意
見
交
換
は
、
大
変
貴
重
な
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も
、
対
話
の
場

が
設
け
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
て
い
く
。

木
下
　
泰
之
議
員
（
無
党
派
）

園
囹
一
国
都
が
第
3
セ
ク
タ
ー
東
京
鉄
道
立

体
整
備
㈱
を
解
散
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

同
社
を
使
っ
た
小
田
急
高
架
化
と
大
規
模
再

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
た
ん

開
発
の
一
挙
的
実
施
は
破
綻
し
た
。
①
区
の

出
資
は
間
違
い
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
②

同
社
取
締
役
の
助
役
は
経
過
を
明
ら
か
に
せ

よ
。
田
経
堂
の
、
①
小
田
急
と
の
再
開
発
秘

密
協
定
は
住
民
参
加
に
反
す
る
。
撤
回
せ
よ
。

②
駅
周
辺
の
超
高
層
ビ
ル
計
画
を
撤
回
せ
よ
。

助
役
　
都
市
整
備
部
長
　
田
①
連
立
事
業
の

早
期
実
現
に
意
義
が
あ
っ
た
。
②
必
要
な
資

料
を
求
め
て
い
く
。
囲
①
街
づ
く
り
に
必
要

だ
。
②
高
層
計
画
は
あ
く
ま
で
た
た
き
台
だ
。

吉
本
　
保
寿
議
員
（
公
　
明
）

園
固
武
蔵
野
の
面
影
を
残
す
仙
川
界
わ
い

の
風
情
を
残
し
、
親
水
空
問
を
確
保
す
る
こ

と
は
、
自
然
環
境
の
保
全
や
憩
い
の
場
の
創

出
な
ど
の
点
か
ら
大
変
重
要
だ
。
①
仙
川
の

水
際
の
散
歩
道
の
、
ω
東
宝
撮
影
所
付
近
の

整
備
状
況
を
示
せ
。
ω
甲
州
街
道
以
南
の
左

岸
の
未
整
備
部
分
を
整
備
せ
よ
。
②
祖
師
谷

公
園
の
計
画
的
な
整
備
を
都
に
要
請
せ
よ
。

砧
支
所
長
①
ω
4
月
に
は
通
行
で
き
る
よ

う
整
備
を
進
め
る
。
ω
地
域
住
民
や
関
係
機

関
と
協
議
を
重
ね
、
整
備
促
進
に
努
め
る
。

②
都
と
の
連
携
を
強
化
し
、
計
画
的
な
整
備

と
区
民
へ
の
情
報
公
開
を
働
き
か
け
る
。

　
会
派
名
　
自
民
睦
白
由
民
L
党
区
議
団
　
公
明
”
公
明

　
党
区
議
団
　
民
・
無
1

民
L
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
　
共

　
産
随
H
本
共
産
党
区
議
団
生
活
ネ
”
生
活
κ
ネ
ッ
ト

　
ワ
ー
ク
区
議
団
　
社
民
1
祉
会
民
主
党
区
議
団
　
改
革

　
派
”
反
政
党
・
改
革
派
　
行
革
m
爵
H
匿
田
谷
行
革
卿

　
番
　
無
党
派
”
無
党
派
市
民
　
新
風
2
1
”
新
風
2
1
　
白

　
由
悶
世
田
谷
区
議
会
白
由
党

ー
弔
．
ー
、
　
机
ン
ノ
ご

○
病
院
坂
の
歩
道
整
備
に
関
す
る
陳
情

○
若
林
1
丁
目
に
公
園
を
開
設
す
る
こ
と
の

○
世
田
谷
区
と
小
田
急
電
鉄
の
「
経
堂
駅
周

　
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
る
確
認
書
」

　
の
白
紙
撤
回
を
求
め
る
陳
憎

〇
三
菱
地
所
㈱
・
問
組
に
よ
る
“
（
仮
称
）
パ

　
ー
ク
ハ
ウ
ス
学
芸
大
学
（
野
沢
3
丁
目
2
1

　
番
地
）
”
建
設
計
画
に
対
す
る
陳
情

○
都
市
計
画
道
路
補
助
”
号
線
（
通
称
病
院

　
坂
付
近
）
の
早
期
整
備
を
求
め
る
陳
情

◆
公
共
交
通
機
関
対
策
委
員
会
で
審
査
す
る

　
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
件

○
第
三
セ
ク
タ
ー
会
社
「
東
京
鉄
道
立
体
整

　
備
」
の
財
務
会
計
の
詳
細
公
開
と
同
社
の

　
経
営
内
容
、
N
T
T
I
A
資
金
運
用
の
徹

　
底
究
明
を
求
め
る
陳
情

○
地
域
住
民
の
足
を
守
る
利
用
し
や
す
い
安

　
全
な
タ
ク
シ
ー
の
確
立
を
め
ざ
す
政
府
へ

　
の
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

◆
放
置
自
転
車
対
策
等
委
員
会
で
審
査
す
る

　
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
件

○
『
千
歳
船
橋
駅
に
「
駐
輪
場
設
置
」
を
』

　
に
関
す
る
請
願

甲
．
侶
、
油
域

　
，
劃
犀
気
翻
1
1

｝
騰
縫
簸
薩

区
議
会
は
、
次
の
要
望
書
を
関
係
機
関
あ

て
に
提
出
し
ま
し
た
。

財
政
再
建
推
進
プ
ラ
ン
に
関
す
る
要
望
書

　
平
成
H
年
1
1
月
1
6
日

都
知
事
あ
て

都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置
の
継
続
を
求
め
る

要
望
書

　
平
成
n
年
1
1
月
2
5
日

都
知
事
あ
て

区
長
の
区
議
会
招
集

あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

　
1
2
年
度
を
初
年
度
と
す
る
基
本
計
画
の
調

整
計
画
、
実
施
計
画
、
行
財
政
改
善
推
進
計

画
の
素
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。
特
に
、
行
政

改
革
に
つ
い
て
は
、
3
ケ
年
の
行
動
計
画
を

策
定
し
、
横
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
区
民
税
な
ど
の

未
収
金
の
解
消
が
緊
急
課
題
で
す
。
区
民
負

担
の
公
平
性
の
確
保
の
面
か
ら
も
、
債
権
管

理
条
例
を
制
定
し
、
債
権
管
理
の
一
層
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

　
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
条
例
を
提
案
し
ま
し

た
。
資
源
循
環
型
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
、

清
掃
と
リ
サ
イ
ク
ル
箏
業
を
一
体
と
し
て
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　
総
合
不
況
対
策
の
一
環
と
し
て
、
中
小
企

業
緊
急
特
別
融
資
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
景

気
が
低
迷
す
る
中
、
引
き
続
き
区
内
産
業
の

活
性
化
に
努
力
し
ま
す
。

　
環
境
問
題
へ
の
対
応
で
は
、
施
設
の
維
持

管
理
や
、
箏
業
の
実
施
に
伴
う
環
境
へ
の
負

荷
を
減
ら
す
た
め
、
I
S
O
1
4
0
0
1
の

認
証
取
得
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
介
護
保
険
で
は
、
実
施
を
前
に
、
国
の
運

営
方
針
の
変
更
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
区
は

制
度
に
対
す
る
区
民
の
信
頼
を
損
な
わ
な
い

よ
う
、
引
き
続
き
準
備
に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。

　
「
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
整
備
プ
ラ
ン
」

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
子
ど
も
が
の
び
の
び

育
つ
環
境
の
整
備
に
総
合
的
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
1
4
年
度
か
ら
の
新
学
習
指
導
要

領
を
見
据
え
、
子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」

を
育
む
教
育
を
推
進
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

編
集
後
記

O
区
議
会
だ
よ
り
が
親
し
み
や
す
い
も
の
と

　
な
る
よ
う
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

0
本
紙
に
関
す
る
お
間
い
合
わ
せ
は
、
区
議

　
会
事
務
局
調
査
係
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
T
E
L
（
五
四
三
二
）
一
一
一
一

　
F
A
X
（
五
四
三
二
）
三
〇
三
〇
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